



























































































































































里親型GH制度は2005年の時点では、東京都 (1982年導入)、横浜市 (1983年)、 北海
道 (1989年)、川崎市 (1989年)、 茨城県 (2002年)、群馬県 (2002年)、千葉県 (2003




























































































































































パイ トケアの活用について明記されているのに対し、ファミリー ホームではレスパイ トに
ついての規定はない。里親型GHの実践や、家庭養護寮の実践における家庭養護寮促進協会
のサポー トの意義からも示唆が得られるように、FHにおいても、子どもの養育に関しての
サポート体制の充実が課題となる。
③について、多人数養育を行うFHへの子どもの委託やサポートについては、実子や養子
を含めて、養育されている子どもや委託する子どもの状態像、関係性を適切に把握し調整
することが必要である。多人数養育による子ども同士の育ちあいをFHの意義とする一方で、
そうした相互作用は、養育環境の不安定をもたらす危険性があることは、里親型GHの調査
からも指摘できる。FHにおける多人数養育の意義と役割が適切に機能するためには、これ
までの実践の中でも述べてきたように、養育者の努力のみならず、措置権を有する児童相
談所のケースマネジメントが課題となる。
里親とも異なるFHの「事業」という性格は、家庭的養護を提供するものとしてはふさわ
しくないといつた懸念もあり、実際に制度化にあたつては、法人格を持たせることについ
て議論が行われた経過がある。の しかしFHは、子どもからすると事業者であつても家庭
的環境の提供などの実際の養育に里親との違いは少ない。わが国の子どもの社会的養護に
おいて、これまでの養護形態とは異なる事業者としての意義を活用していくことが期待さ
れる一方で、里親制度の発展型として捉え、里親と同様、充実したサポー ト体制の構築に
努めることが課題となる。
また、FHは里親制度から独立したかたちとなるが、FHでも夫婦によるものであれば実際
の養育はやはり里親養育が基盤であり、共通の課題も多い。家庭養護寮の実践も、里規制
度との関連性についての示唆を含むものであつた。よって、FHが家庭的養護の担い手とし
て拡充していくためには、里親制度と並行して発展していくことが必要と考える。
3。 今後の展望
今後の社会的養護のあり方として、地域にFHが整備され、児童相談所や社会的養護に関
する施設をはじめ、里親も含む地域の多様な社会資源と相互に連携を図り、適切なサポー
トを受けながら、それぞれの意義や機能を十分に発揮し、可能な限り連続性をもつた環境
の中で子どもの養育を行うことが必要である。地域における社会的養護への理解のもと、
社会全体で子どもの養育を行うことが求められる。
そのために、まず地域にFHが複数整備されなければならない。現状では、FHの数が増
えているといつても地域差は大きい。政策主体が家庭的養護への認識を改め、大胆な政策
誘導を行い、FHの課題の解消などの方策を講じることが必要である。
また、FHの先駆的実践であつた家庭養護寮がなぜ普及しなかったのかについては、本稿
では明確にはならなかつたが、FHの今後のあり方に示唆を与えるものとなり得るため、今
後明らかにすることが必要であると考える。FHについての研究はまだ少ないが、わが国の
社会的養護において独自の意義をもつ形態という理解のもとに、活発に研究が行われ蓄積
されていくことが期待される。
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